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2A5 基礎研究マネジメントの 諸問題 

0 丸山 瑛一 ( 日立製作所 ) 

    基礎研究の目的 
基礎研究の目的については、 いろいろな見解があ るが、 われわれは下の 5 

項目を主な目的と 考えている。 

a ) 科学・技術の 最先端の動向を 注視すること。 

b ) オリジナリティ 一の高い新概念の 創出 ( 苗床の役割 ) 。 

c ) テクノサイエンスの 追求。 

d ) 国際規模の研究活動による 企業イメージの 向上。 

e ) 人材の育成。 

2 . テーマの設定と 資源配分 

当社の基礎研究所は 1 00%0 本社費で運営されており、 テーマに関しても 

研究所長の裁断に 仕されている。 したがって実質的には 研究者からの 提案 

にもとづ い てテーマが決定されるが、 そのテーマから 期待される学術上 あ 

るいは産業上のインパクトに 関しては定期的に 徹底的な討論がなされる。 

その討論結果にもとづ い て人的資源や 各種費用の配分が 決定される。 

3 . 研究者および 研究の評価 

評価にあ たっては研究者の 評価と研究の 評価とを明確に 分けることが 大 

切だと思う。 研究そのものの 評価は基礎研究の 場合、 大きな困難を 伴うし   

正しい評価はほとんど 不可能と思われるので、 あ まり重視しないことが 大 

切であ る。 また研究者の 評価は適性や 研究のフェーズをよく 見 きわめて ロ 

一 テーションを 行うことが研究所の 活性化に必要なことであ る。 基礎研究 

所における研究者の 評価の目的は、 適性のあ る意欲的な研究者には 思い切 

って自由度を 与えて研究に 専念してもらうことにつきると 思、 う 。 
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